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基本健康診査受診率と国民健康保険診療費の関連に関する研究

受診率50％以上の市における実態
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目的　老人保健法による基本健康診査について，達成目標とされてきた50％以上の受診率を，

1983年の老人保健法の施行以来，一貫して維持している市の実績を対象に分析を行い，高い

受診率の維持が診療実績に及ぼす影響を明らかにする。

方法　全国の人口（1993年）3万人以上，20万人未満の市で，1983年度，1986年度，1989年度，

1992年度の基本健康診査（1987年度までは一般診査）受診率が，いずれも50％以上であった

市は，12市であった。これらの12市および，それらの市と同一県の他市部における，1983年

度，1988年度，1993年度，1996年度の国民健康保険の実績をもとに，老人1人当たり入院日

数，老人1人当たり入院診療費，および入院外診療費について比較を行った。

結果　1.　12の市の老人一人当たり入院日数は，同一県の他市部よりも，ひとつの市をのぞき概

ねいずれの年度においても，少ない日数であった。とくに7つの市では，同一県の他市部の

実績にくらべ顕著な差がみられた。

　2.　12の市の老人一人当たり入院診療費は，ひとつの市をのぞき同一県の他市部よりも，

いずれの年度においても概ね低い値であった。とくに5つの市では，同一県の他市部の実績

にくらべ顕著な差がみられた。

　3.　12市の老人一人当たり入院外診療費は，すべての年度において，入院診療費の状況に

比べて，それぞれの市の診療費の格差が小さく，12市とそれぞれ同一県の他市部の実績の間

にも顕著な差は認められなかった。

　4.　対象の12市が存在する県のすべての市（総数146市）の診療実績を目的変数とする重

回帰分析では，老人一人当たり入院日数に対し有意の関連がみられたのは，2次医療圏人口

当たり病床数，基本健康診査受診率，財政力指数，人口当たり保健婦数，および老年人口比

率，老人一人当たり入院診療費に対しては，2次医療圏人口当たり病床数，老年人口比率，

財政力指数，基本健康診査受診率であった。

結論　基本健康診査受診率について，50％以上を維持したいくつかの市においては，入院日数，

入院診療費ともに同一県の他の市の実績に対して，85％以下という顕著な差がみられた。
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